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「第 4 回 Jichi Joy Café」開催結果報告 

 

 

平成 29 年 6 月 27 日(火) 2 号館 2階医師・研究者キャリア支援センター会議室に於いて、第 4回 

Jichi Joy Caféを「みんなで考えよう！～キャリアを継続させるノウハウ～」と題しまして、下記により 

開催致しました。 

実体験を基に得たキャリア継続のノウハウやご意見は大変説得力のあるもので、これからキャリア形成を 

考える学生さんやキャリア継続に少しでも不安をお持ちの方にとても参考となりました。また、今回初めて 

男性のご参加もいただきまして、様々な立場からの意見交換をしたことも良い収穫となりました。 

 

 

 

記 

 

 

1. 開催内容 

     みんなで考えよう！ ～キャリアを継続させるノウハウ～ 

出産や育児・介護の問題や健康問題と悩みは人それぞれ・・・ 

キャリア継続が困難な時あなたはどうしますか？また、周囲はどのように対応していますか？ 

集まってアイデアを共有しませんか？ 

働きやすい職場にするため、皆様のご参加によるご協力を願いいたします♪ 

 

 

 

2. 当日タイムスケジュール 

① あいさつ        センター長 小宮根 真弓             12：15～ 

② 「キャリア継続困難に直面した時」                      12：20～ 

医師として～     地域医療学センター    講師  石川 由紀子 先生 

研究者として～   神経脳生理学部門      講師 高柳 友紀 先生 

③ 集合写真撮影                                  12：50～ 

④ 自己紹介・日々をのりきるためのノウハウ                  12：55～ 

⑤ フリートーク                                    13：25～ 
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3. 講話 

    

● 地域医療学センター    講師  石川 由紀子 先生   
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● 神経脳生理学    講師  高柳 友紀 先生   
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以下に、今回のアンケートのご意見を掲載いたします。 

 

 

ア ン ケ ー ト 結 果 

 

 

Ｑ1．キャリア継続で困難だったこと（これからの方は不安なこと） 

① 結婚時、同業のパートナーと仕事及び生活拠点を何処にするか問題になる。 

② 旧姓使用について周りの理解がない。 

③ 育児中の勤務時間の減少、研究成果の減少、研究費用の捻出などの負の連鎖。 

④ 勤務時間と研究時間、母として家庭人としての時間配分バランスに苦慮。 

⑤ 勤務多忙による帰宅時間の遅れに子供の生活リズムの乱れ、子供の心的ストレス等による悪影響（子供の

言動が荒れる、機嫌が悪い等々）。 

⑥ 結婚、出産などのライフステージ変更によりキャリア形成の変更を余儀なくされる。 

⑦ 研究に否が応にも時間が費やされる為、多忙を極め自分自身の時間捻出が困難。 

⑧ 任期制の雇用形態のため、生活が安定しない。 

⑨ パートナーのキャリア優先し留学に付いて渡米し、その際自分のキャリアが途切れてしまった。帰国後にブ

ランクの壁と復職の選択肢が少なく勇気と思い切り、大変な労力が必要となった。 

⑩ 義務年限内での大学院進学と並行した子育てができるか知りたい。 

⑪ 医師としてのキャリアと地域振興をどう両立しようか模索。 

⑫ 自分のやりたい仕事と現実（時間・金銭問題）とのギャップが生じそうな事に将来不安。 

⑬ 仕事と家庭両立が出来るか？自分にその能力があるか不安。 

⑭ 進学に経済的問題。 

 

 

Ｑ2．困難を乗り切る為のノウハウまたは職場に期待する支援  

① 実験補助雇用 

② 在宅勤務 

③ フレックス又は遅出早出勤務制度 

④ 周りの方々の暖かい見守りや、時には厳しく助言をもらえると有難い。 

⑤ 職場の方々の理解とサポート。（子どもの病気の際等） 

パートナーの勤務都合で職場を離れざるを得ない場合でも、細々とでもつながりを保つ。（研究・論文作成

など）又、仕事のオファーがあった場合には、後の選択肢を多くもつ努力として、仕事を選ばない。 

⑥ 地域医療の安定のため、地域をよく知る人材（職種問わず）を確保。 

⑦ 周囲の理解、家庭によって柔軟に働き方を変えることのできる仕組みの構築。 

⑧ 周り（上司・同僚・所管部署）に相談をすること。 
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Ｑ３．その他 

① 上司、職場のサポート体制に温度差がある。キャリア支援制度の構築による温度差の解消、擁護を希望 

する。 

② キャリアビジョンを支えるパートナーがほしい♥ 

③ 研究者の話は、聞く機会がなくとても貴重でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者集合写真 


